
2019年 度 (22期)事業報告書

2019・ Rl年 6月 1日から2020・ R2年 5月 31日まで

理事長 河野 久忠

2019年度は、ひきこもり問題が改めてクローズアップされた年でした。20
19年 5月に「川崎市登戸通り魔事件」や「元農水事務次官長男殺害事件」が発生

し、ひきこもりの長期高齢化の問題 (80-50問題)が色々な角度がから報じら
れました。長年ひきこもり支援を実施している当法人において、拘つてきたのは若

者支援でありましたが、高年齢のひきこもり支援に関して避けて通れない状況とな

ったように感じています。

東京都から受話運営している「ひきこもリサポートネット」も今年度より、若者

支援の部署から、福祉保健局に移管され、対象年齢が撤廃されました。その矢先の

事件で、任されている支援の重要性を再認1議することとなりました。実際に事件後

の相談件数は、通常時の倍になり、相談や訪日支援に関しても40議以上のケース

が徐々に増えてきました。

東京都においては「ひきこもり支援協議会」を立ち上げ、当法人も民間支援現場

として委員に招聘されました。まだ、審議途上でありますが、今まで実施してきた、

アウトリーチ、就労支援、宿泊型支援書の意味や価値を伝えられる場となり、改め

て、ひきこもり支援の有りように関しての問題提起が出来ればと考えています。ひ

きこもり支援が福祉領域に近づいている中で、対応が見守り重視になってしまうこ

とは、ひきこもり状態の若者の今後の可能性を狭めてしまうと考えます。当事者が

生きている意昧等に向かい合つた際に、生きている意味や価値を見出せる状態こそ

本当に必要なことではないかなどを提言しました。

就職氷河期世代への支援も課題となり、厚生労働省のワーキンググループにも招

聘されました。40歳前後の方々の支援になり、2020年度は、サポステの対象
年齢が49歳となることから、支援スキルの向上や地域の関係機関や企業との連携

を強化していく必要が有ると感じ整備をしております。

事業全般的には、粛々と実施してきておりますが、
1今後、求められるものも幅広

くなつてきており単体の支援にも限界が出てくると感じます。法人内外含め、相互

の連携を意臓した取り組みをさらに強化していきたいと考えています。

年度後半は、コロナウイルスの感染拡大の影目が大きくなり、委託事業の大半は、

2月から5月までの期間、対面での支援が出来なくなりました。患染防止策を整え



ながらオンラインの活用等、出来る限リエ夫をして対応をしています。本来事業に

関しても、施設見学会等の実施により、一定の相談と利用者確保に繋がつてきまし

たが、3月以降は、完全に新規の相談が止まつてしまった状況です。

コロナ終息後は、一定数利用者が増加すると予想していますが5月時点では動き

が無い状況です。今後、コロナの影響は長期的に続くことが予想されます。また、

国等の財政が遍迫してきている状況で、様々な予算の削減が見込まれ、今後委話業

務等への影響は避けられない状況にあると考えます。その中で、大きくあおりを受

ける可能性があるのは福祉的事業になる可能性が高いと危惧しています。この時期

だからこそ、本当に必要な、そして価値のある支援を法人としても創出していくL
要があると者えています。世の中全般、先が読みにくい厳しい状況になっています

が、法人一丸となってこの難局を乗り越えたいと考えています。

尚、本年は、その他の事業を実施いたしませんでした。



特定非営利活動法人青少年自立援助センター

2020(令和2)年度事業実施報告 (2020年6月 1日～2021年5月31日 )
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就いておらず、家事も通学もしていない15歳～39歳の者のう

ち、

象.3か月または6か月間の合宿生活を通して、 (OJT訓
練)、 資格取得支援等を実施することで、自信の回復、就職に必要な
基礎的能力の獲得等を図り、就職に結びつけることが目的.

□田
業に含まれ
る

<成果>
今年度の参加者は計16名 (全て男性)
内訳は10代 :3名、20代前半 :6名、20代後半 :6名、

6名

:1名

プログラム修了時の状況
4 員 1名、アルバイト2名):7名
ステを継続利用、福祉事務所の就労支援員ヘ

引継き、その他):6名
リフアーした3
名
名

出身地は都内10名、神奈川2名、埼玉 2名、長野 1名、茨城1名

<課題>
手元 )は当法人の事業所7名、インターネッ

卜5名、 3名、他のサポステ 1名であつた。インターネッ
卜から問合せのあつたケースでは、これまで色々探していたが初めて
このプログラムを知つたという保護者が多く、広報の在り方を改めて
考え したい。
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2020(令和2)年度事業実施報告 (2020年6月 1日～2021年5月 31日 )
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対象に就労支援を目的とし、ハウスクリーニング事業を実施してい
る.
業務内容はハウスクリーニングにとどまらず市内地域会館や老人介

一般住宅や賀賞住宅のリフォームも行つてい

他には、ハウスクリーニング事業で培つたノウハウを活かし八王子
市、荒川区若年無業者就労促進事業ハウスクリーニング基礎技術取得

つC_し

る。

講座を実施している。

護施設、個人医院の定期清掃を行っている。通常作業より1ランク上の
作業と位置付け、より実社会に近く、利用者のモチベーションとなつ
ている.
また、合宿型集中訓練プログラムの実習生の訓練の一環として察肉
清掃を定期的に行い、荒川・八王子の委託事業としてハウスクリーニ

荒川 0ハ王子については、希望者を募ることが難しく、より積極的
にハウスクリーニング請座を受講することが、就労の近道であること
を積極的にアピールする必要がある。
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間共に多様な支援を展開している中で、法人としての強みを遠切に周
知して適切な利用をしてもらうことが課題.
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■ ひきこもり状饉の若者の家族等からの相談を受け、

した家族としての関わり方や社会資源の活用方法等を助雷する.

家族間のみでの対応が困難な状況など第二者の関わりが必要なケース
において、家族等の依頼により る。

についての助言を直接的、または間接的に行い、必要に応じて適切な
社会資源や法人運営の家の活用を後押しする。
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活動法人青少年自立援助センター
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2020(令和2)年度事業実施報告 (2020年6月 1日～2021年5月31日 )

(4)青少年と
その保護者に対
す

D」 □回凶

I

ち
イ
だ
テ
あ
フ
ト
一　
ツ

セ
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施している。
活動内容としては、相談支援事業の実施、支援機関への誘導支援の

就労の支援機関と連携して、社会との接
問題を抱えた方を生み出さない取り組み行つて

いる。
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学校や家庭以外の場を提供し、中学生までの勉強範囲で学
ら高校進学支援までの学習のお手伝いをするとともに、そ

れぞれの目的に応した学習を行う.
②居場所 :コミュニケーションや対人関係に自信のない方に対し
て、社会性を豊う居場所の提供。ご本人のペース
動を実施し、人との関わりを醸成していく。

し C_ つ

D

はひきこもり防止を目的と している。

わかば利用者延べ数は41件。

①学習 :
校の補習か

であつたため、人と開わる場に積極的に参加した。
少しずつボランテイア活動や簡単な作業を繰り返
労準備を進めていつた。

つ

圧�正囮日正亜目

し体験しながら就

に興味を持ち、利ししてサポートステーション
った。
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2020(令和2)年度事業実施報告 (2020年6月 1日～2021年5月 31日 )
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日

が、コロナウイルス感染拡大に伴い、1回の開催となつた。実施され
た保護者向け講演会50名の出席者があった。

し .

を2回実施する予定であつた

□

打ち合わせて、感染予防対策 (人数制限・完全予約制・講演時間の短
縮等)を徹底しトラフルなく実施することができた。コロナ禍に置い
ては、孤立化が深刻化する可能性を秘めているので、
できたことは意義のあることだつた。入場できなかつ
日の講演会を録画し、ユーチュープで閲覧できる工夫をし、多くの方
に見ていただくことができた。

し

コ

けに、当
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2020(令和2)年度事業実施報告 (2020年6月 1日～2021年5月 31日 )
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的な支援を行うことを目的としている。
主に電話相談、メール相談、訪間相談、ならびに年6回の巡回相
談、家族セミナー・個別相談、平日個別相談を実施し、ひきこもり状
態の早期発見につなけ、状況に応じて継続的な支援を行つていく。

心理的な支援を踏まえつつ、他者と闘わる自信を回復させる。ま
自信を回復できたひきこもり状態にある本人やその家族等に対し
相談機関、支援機関を紹介し、利用できるようになるまで、心理

ひきこもり状態にある本人やその家族、 らの相談に応し、
賢熙亜亜憂E□E璽正睦璽亘日 冒百五亜】「 Ⅱ□
提供することを目的としている。

【人材育成・研修活動・薔発活動・
:日:硬
‐
IiRIE]口 ]日【コ:王iI:互:目l圧]囮I]西:正亜:E:EE田【日:

上を目的としている。また、研修事業として、民間団体支援者、行政
機関職員を対象とし、支援に心要な知臓や技術の情報発信及び共有す
ることを目的としている。
区市町村との関係構築等を目的とし、区市町村職員等向け研修を実
る。

日

1,044人
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特定非営利活動法人青少年自立援助センター

2020(令和2)年度事業実施報告 (2020年6月 1日～2021年5月31日 )

電話相談において、長期リピーターがさらに減少.新型コロナウイ

田ヨ:コ簗罰菫Π園日日コ蜃:I:マ里困口[ロヨ騒圧:厖霊口握廻

今年度より、孤独感や将来への不安を感じている家族を対織に、
「家族セミナー 0同日開催の個別相談」に加え、平日に実施する個別

新型コロナウイルス感染症の影響により、実施できないものもあつ
た。オンライン実施による、実施内容を検討する必要性がある。

※―部は新型コロナウイルス感染症の影日により中止

◆

◆

◆

◆

けセミナー

め、

n

見学とヒアリン

目Ⅲヨ西亜己

ルス感染症の影目により、

【人材育成・研修活動・
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特定非営利活動法人青少年自立援助センター

2020(令和2)年度事業実施報告 (2020年6月 1日～2021年5月 31 )目

(5)
社会的自立に
一口
円
室

4名
ポートステー
シヨン

新型コロナウイルスの影日で来所者の動向が鈍るなか、週5日開所を
通6日開所に変更、WEB面設・ セミナーなども駆使してコロナ禍でも
就贈活動が滞ることがないよう支援体制を整えた。
また今年度より年齢制限が上がりαン■Ю代以上の利用者が増えたた
め、ミドル層に向けた支援内容を検討する必要がある。

【ジョフトレ・職場体験】
コロナウイルスの影雷で、体験先の受け
きないトレーニングや体験先が多くあつた。オンラインを活用したプ

検

“

子含態翌慧墓3F共に、
コロナ禍でも実施できる新たな仕組みも

′
１
ヽ

各種相談事業 (スタッフによる個B」面談、キャリアコンサルタントに
よるキャリアカウンセリングなど)、 就臓活動に役立つ各種セミナー

業人請話、′1ソコンセミナー、GATBやキャリアインサイトなどの職
業適性検査、職場定着支援セミナーなど)、 さらには、職業経験の少
ない若者に働く現場を体験して貫うため、様々な業種の企業に協力し
てもらい、1～2週間程度の職場体験プログラムを用意し利用者に提供
している。

コミュニケーションセミナー、(ジョフトレ・ボランティ
:1,063件

(令和2年度)

:102名
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特定非営利活動法人青少年自立援助センター

2020(令和2)年度事業実施報告 (2020年6月 1日～2021年5月31 日 )

[ヨ

(5)青少年の
社会的自立に関
す

業

15～49歳の若年無業者の就労支援を目的として福生市と八王子市 (サ
テライト)に相談窓口を設置している。
各種相談事業 (個別面談、キャリアカウンセリングなど)、 就鵬活動
に役立つ各種セミナー (ジョフトレ。ボランティア活動、コミュニ
ケーシヨンセミナー、パソコンセミナー、贈業適性検査、職場定書支
援セミナーなど)、 様々な業種の企業での職場体験プログラムを用意

また、宿泊型の苦年無業者等集中訓練プログラムを6ヶ月間3回、
3ヶ月間 1 日

業に含まれ
る

202名

(令和2年度)

』 i耶1■翼町■ ,

コロナ禍に於いても利用者数は横ばいだつたが、緊急事態宣言等によ
リジョフトレーエン しヽた。アフターコロ
ナに対応しうる新たな取り組みの開発
総利用件数 :5,908件 (内、相談件数 :1,aЮ件)

ポートステー
シヨン
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青少年自立援助センター
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す
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2020(令和2)年度事業実施報告 (2020年6月 1日～2021年5月31日 )

4名
サポートス
テーション

の事業は、関係機関との連携の下、15歳から40歳で、仕事に就い
ておらず、家事も通学もしていない者のうち、週20時間以上の就職に
向けた取組みへの意欲が認められ、ハローワークに於いても就職を目
標にし得ると判断した者及びその家族を対線に、各人が置かれた状況
に応して個別に支援を行うことや、課題の所在を正確に把握し、支援
対象者との信頼関係が築かれた専門スタッフによる職業的自立の実現
に向けた継続的なサポートを行うこと。

し

く

<

ヽヽ、
′

と内訳
:71名

15～ 19歳 :8名、
18名、35V39歳 9

※コロナ禍による離臓者及び就労できず来設した者は
※未登録者24名

●来所のべ人数 :1,905名

:16名
:7名
7名

コ亜日

近年、メンタルや発達の課題を抱えている利用者が多く
所が途切れがちになつたり、なかなか就労に結びつかない利用者も少
ないない。また、就労経験が乏しい、不安が強く自信のない利用者達
を就労へと導いていく上で、職場実習を通した働く上での不足性や強
みといった見立ては、彼らと仕事のマッチングに重要な役割を果たす
ため、職場実習先の新規獲得に取り組みたい。

目

まれ
る

:1,905件

・ 111■ Li  :¨ ■
" 
・・11.:千 :=.

着■II難■三菱11

12



特定非営利活動法人青少年自立援助センター

2020(令和2)年度事業実施報告 (2020年6月 1 ∃～2021年5月31日 )

(5)青少年の
社会的自立に関
す

業
(あらかわわ

ポートデス
ク)

¬

「
輌
引
“

歴
置 ′

ヽ

まれ
る

施することにより、若年者の就労を支援し、安定的な雇用の促造を図
ることを目的として実施している。
主な支援内容としては、キャリフコンサルタント・ 臨床山理士によ
る個別相酬、セミナー実施による活動の基盤作り、GATBやキャリア
インサイトなどの贈業適性検査 。パソコン検定に向けての指導、ハ

びセミす―に

たサポートを行つている。
口…ワークと

し

コ

なかつたが、関係機関との連携・情報共有を密に回り、就労
けた支援を行なつた。

立に向

セミナー鬱加で就活に活かせる知識と、専門相談員を交え、個々に
合った方向性の見直しを重点的に行ない、キャリアカウンセラーには
実践的なカウンセリング、心理士にはメンタル面でのケアを行つた.
また、定書支援のフォローアップも充実させた。

ヨヨ罰玉�亜壼 Э

として見られたるため、利用者一人一人との
関係構築、山情把握等寄り添つた支援を心掛けることと、
如に対する意識改革を行い、既存のネットワークに限らず支援の充実
を図つていき、 をあげていきたい。

13



特定非営利活動法人青少年自立援助センター

2020(令和2)年度事業実施報告 (2020年6月 1日～2021年5月31日 )

(5)青少年の
社会的自立に関
する情報提供事

~1千1.`● ■ :ヽ・ .::1 1:

.「 ■`  :｀ 1■  . 'ヽ  .  
・

'.■  ` . ・
・
■,・_,こ
「
‐・ ′ |.. : _ . , . _1,

ノヽヨ三
なつている著者に対して、中小企業、八王子市、サポートステーショ
ンの協働により、職場体験・職場実習として中間的就労を積む機会を
提供し社会的な自立と就労に結び付けていくことを目的として実施し
ている。
H場体験等のほか、個別相談、保護者相談、合宿型実践講座、学校
連携、若者と地域をつなぐ機会の日出、
等を実施している。

サポートステー
シヨンに登録し
た者のうち、社
会的自立及び就
労に向けた支援
として、就労訓

判断された者

2.当支援を受
けることが適当
であると判断さ

けること
であると

まれ
る

者の就職活動が滞ることのないようにセミナ
小しながら実施した。職場定書支援と
六人数が集まらないよう個別の面談形式に切り替えるなど支援の手法
を変更しながら継続した。
就労の準備段階にあってすぐに就職活動に至らない層については、
新型コロナウイルスヘの感染予防等を理由に活動自体を縮小させる者
が散見された.利用者とのつながりを保ち、
るようなプログラム等についても模索していくら要がある。

していたが

を向上させられ

14



特定非営利活動法人書少年自立援助センター

2020(令和2)年度事業実施報告 (2020年6月 1日～2021年5月 31日 )

社会的自立に関
す

業

(千円)

り、生活リズムが崩れている、社会と

らの支援を、計画的かつ一貫して実施する

し

しての基礎能力の形成か

ル
」
こ

つていなし

けではなく、複合的な課題があ
の関わりに不安を抱えている、就労意欲が低下してし

とを目的として実施している。

労に向けた準備が整 者ヽに対して、一般就労
業 (八王子
市)

れ

る

1:i

れた。職業訓練校への入校を検討していた利用
で本人の意欲低下を招き、結果として

課題として、就労準備段階にあつて焦り

つた。

、  C_

スの影薔で縮小せざ

支援が中断するケースも散見さ

次回へ持ち越すこと

感の乏しい対象者の場合
が困難であつた.また、本

が多いらしく、新規ケー

コロナウイルス

あれば準傭が必要なケースで
おいて就労意欲を喚起すること

るを得ない状況となつた。 となつたが対銀者の中には

と開わる機会を増やすことにより、

なつたこと
となつた。

を図る活動に注力していたが、新型コロナウイル

コロ
来で

る支援を必要と
する15歳から

概ね27名 (仕様

支援対鍛者 :18

住す

日

薔上)

と

ヽ

こ
り
う
あ

15



青少年自立援助センター

2020(令和2)年度事業実施報告 (2020年6月 1日～2021年5月31 )日

１
■

函ヨ亜Ⅸ韮ヨ
住・在勤・ 在学
中の15歳～39

口
′

，
ヽ

匡 日

及

センター開
設・運営業務

ともに長期のひきこもりに至つてしまう若者がいるが、単に失業や中
途退学といつたことだけでなく、いじめ・友人トラフル、貧困 0

精神疾患・発達障害、DV。 ネグレクトといった家庭環境の問題
等、様々な問題が複合していることが多い。こうした若者の支援に
は、単独の支援機関による支援だけでは解決が困難である.
このような状況を踏まえ、本事業は若者向けのワンストップ相談機
る若者総合相談センターを開設することで、

者に寄り添う伴棄的な支援を実施する中で、
け止め、問題の早期発見及び複数の支援機関による多角的な支援を行
うとともに、義務教育以降の若者に対する切れ日ない支援を実施する

C_

もので

れ

る

口のほか、他者と開わつたリー人ではできない経験を積んだりす
グラム活動や自由に過ごすことのできるフリースペースを提供

している。
相談者は本人からの相談と保護者相談でほぼ半々で、保護者相談か
らその後の本人来所につながるケースは4割程度であつた.精神科や心
療内科に通院中もしくは受診歴のある者が全体の過半数を占めてい
た。障害需要ができていないケースも多く見られたが、既に福祉サー
ビスを利用しているが更に他の支援の利用を希望するようなケースが
見られた.一次相設窓口として適切な支援機関につなげることが目的

うなケースは今後の課題として対応方法を検討

フリースペースについては個別相談やプログラム活動で来所した際
に立ち寄るような利用の仕方が主となつていた。また、若者同士が共
通の題味等を通してサークル活動を開催できる機会を設けた。スペー
ス的な制約もあり、開催回数は少ないものの次年度は積極的に後押し
していきたい。

特に

目

であり、
していく
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特定非営利活動法人青少年自立援助センター

等に対する移送・
家事。綸食。清掃
及び生活改善支
援・就労Jll練等の

業、ガイド

□

「
ヨ
Ｆ
Ｌ

(〔3) (7)

援センタ

ホー

ル ー

して、グ

陪コ

2020(令和2)年度事業実施報告 (2020年6月 1日～2021年5月31 )¬

コ ロ つ C_ C_

とができた。
となっているため、地域の関係機関からの新

規入居依頼に十分に応えられなしヽ現状がある。

日 (

ム

ヨIヨ
に必要な援助を行つた。

立生活を助長することを目的とし

2名。利用者に対する食事の提供、今年度の新入居者3名、退去者

助等を行うことにより、
て実施している。

t:

男性 29名
女性 7名

17



特定非営利活動法人青少年自立援助センター

2020(令和2)年度事業実施報告 の020年6月 1 日 〓

一 )～2021年5月31

生活支援セン
ターけるん

名 ホーム事業

‐‐.`・

た方の割合が多く、就職件数にその割合が反映している。コロナ禍の
イベント、

支援件数は前年度比16%増であつた。今年度も、支援対敏障害者が
就職後に安定して職場定着できるように、丁寧で効果的なアセスメン
卜を行うように心がけた。今後の課題として、コロナ禍における支援
について、 鳳 生活課題に対応する為の地域
資源の開拓、ネットワーク となつている.

ピ1 一
一

及
′

ヽ

(7) 」|‐
し

して、グループ
ホーム運営事

援センター運営

びホー
サービ

ガイド及
ムヘルプ

ンタ

四

として、当骸障害者の適性・能力 。希望に合致した就労と、
職場定着ができるように、就業面と生活面の両面から
行うことを目的として実施している。
地域における医療機関・企業・学校 0就労支援機関などの関係機関
と随時情報共有や連携を行いながら、地域に根ざした支援ネットワー
クの構築と効果的な支援体制の確立を目指している.

18



特定非営利活動法人青少年自立援助センター

2020(令和2)年度事業実施報告 (2020年6月 1日～2021年5月 31日 )

円

L重壺劃
¬
.口
:」

70名ほど グルーフ
ホーム事業
に含まれる,:¬

し」

: コ

,P'

,】 | レ子調 156件 グループ
ホーム事業
に含まれる

円可IごI国

(8)上記
(‐7) と

して、グループ
ホー
業、
援センター運営

びホー
ガイド及
ムヘルプ

サービス提供事
業、自立支援セ
ンタ…運営事業

―ク書を実施することで、地域におけ

き、連絡会についての企画・立案をする
多職種連携を促進するための「連携ツール」を作成する。

やグルー

とともに、

と

□□直亘ヨコ回璽夏到

¬

の開始となる。連絡会については2月26日にZoornでの開催となり、
年度末に連携ツールを作成、提出する。

コ イ

〓
一

(8)上記
(7)の事業と
して、グループ
ホー
業、
援センタ…運営

びホームヘル
ガイド及
プ

サービス提供事
業、
ンタ

日篤己匝E瑾

行っている中小企業の障害者雇用を促進する目的で行われている.都
C.

企ヽ業が対象となる.

コ ロ イ

卜の変更があり、年度当初は対応に ロヨEヨコⅡ王夏IE回
配王I亜巨И互憂E□ してしまつ
が滞つてしまう企業もあつた。
きたい。

今後支援手段を考慮して、対応してい

19



特定非営利活動法人青少年自立援助センター

2020(令和2)年度事業実施報告 (2020年6月 1日～2021年5月31日 )

一〓

:

的とし、毎日の積み重ねによつてより良い習慣形成や社会生活能力の
向上、社会適応青成し、自立した生活を意頭においた支援を実施して
いる。

連絡など基礎的なコミュニケーシヨン能力の習得を目指してい

また、作業を通して、集中力や責任感を高めるとともに、作業従事
を通して働くことの意義や自信を習得することを目標とする。また、
作業技能を会得し就労につなける.作業を通して得た収益は、利用者

る.
1-・■r
iし L̈

ロコ�日配狂□璽ヨ

新規9名 退所者12名

囲 凰

として

整容など
マナーな

し|ヽ、
る。

ョプスペー
く ス海

る就労支援 。生
活支援・相設支

型
夜洛

6名

20



特定非営利活動法人青少年自立援助センター

2020(令和2)年度事業実施報告 (2020年6月 1日～2021年5月 31日 )

カリキュラムについて、央曜日に面骰、水曜日にRC請習を追加し、
就労継続支援B型との差別化を図つた。また、固定の日日に面談日を設
け、 なるよう
株式会社の参入により、利用者の確保が難しくなると予測する.就
労経験がない方は就労移行支援からの利用となるため、制度上に必要
なサービスとして者える。就労継続支援B型で就労準備が整い次第、就
労移行支援に切リサービスを切り替え る。

受け入れに関して、体験利用を行い、現場の職員から意見を聞くこ

とを重視した。 の受け入れは難しいと考える.
対応できる力を贅う事が重要であり、

け、日々 のミーテイングで対応方法を検討し、贈員のスキルアッ

21



特定非営利活動法人青少年自立援助センター

2020(令和2)年度事業実施報告 (2020年6月 1日～2021年5月31 日 )

□―

レーツを持つ子ども0若者を対象とした専門家による日本語教

|にほんご×こどもプロジェクト】
日
オ
本語教育機会へのアクセスがない地域に暮らす子どもを対象とし、
ンライン会議システムを活用してYSCグローパル 0スクールの授業
を双方向・ハイプリット
【就労支援 (他●業部署と 】

レーツを持つ著者、 を対象として、地域若者サ
―トステーシヨンとの連携のもと、日本語教育機会と就労支援機会
の提供、伴走支援を実施.

における海外ルーツ青少年受け入れ
主に日本人青少年を対象に活動を行つてき
に、海外ルーツの青少年"も"その対鎮として支援を行うことができ
るよう、 ることを通して、

す

i

及

ア

リーサポートセ
ンター
¬
二」

174人 (延
10,854人 )

22



特定非営利活動法人青少年自立援助センター

2020(令和2)年度事業実施報告 (2020年6月 1日～2021年5月 31日 )

を希望する子どもや著者を例年以上に受け入

公益活動団体を対象とした海外ルーツ青少年受け
コロナ禍による影目は少なからずあつた

ナ禍の影響を受けやすい外国人保護者や海外ルー

組み合わせて

のなし
¬

=」

ツ

できたこともあり、コ
い分け、

アクセスが
ツの子とも・

というより「オンライ

ロナ禍の発生以降もオンライン支青に取り組ん
を腋染拡大状況に応して柔軟に目日顧1面臣田

平時より学びの機会への運営を行ってきた。これにより、
若者たちへ、切れ限られている海外ルー

ることができた。また、コロ会とつながりを提供し続け
選択肢が広まったことによつて、

各地からオンライン支援

る公益活動団体に対して

発生予防に努めたい。

対しリスク、子どもた
状ヽ況が続いているが、

フードバントリ

が、オンラインを柔軟に

ることができ

活用することにより、

課題としては、コロ

が高まっていることである。
―等との連携などを含めた生活の

組みを可能な限り行うことで、藪日[□Ⅲ王囮

若者支援、高校生支

れることができた。
また、2020年度より

海外ルー

た.

援、子どもの貧困支援等、

23



特定非営利活動法人青少年自立援助センター

2020(令和2)年度事業実施報告 (2020年6月 1日～2021年5月31 ¬ )

ア

リーサポートセ
ンター事業等、

ア

サポートセ
ンター事業

る日常 0社会

医彊雇□

′
‥
ヽ

C_

自立促造を目的として実施

しをおこなっている。

おこない、就労、
に合わせた、

アウトリーチを軸とした支援を
している。
に留まらず、

を増やすことができた。それによって就労、

身近に就労している人がいない対象者、

C_

より、
これにより外出すること、コミュニケーシヨンを

け。

就学等の意識付けをさせ
どを通して他者と交流する機会

を図ることを目的とした。
ることに抵抗感

対象者に対しての就労、

あつても、同行訪間な

ることができた。
課題としては、
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人青少年自立援助センター

2020(令和2)年度事業実施報告 (2020年6月 1日～2021年5月31日 )

リーサポートセ
ンター事業等、
男女共同参画社

ア

サポートセ
ンター事業
に含まれる

ア子どもの健全

…L、ま2」

(八王子市)

し

日

目Fヨ

3
けではなく、複合的な課題があり、生活リズムが崩れている、社会と
の関わりに不安を抱えている、就労意欲が低下している等の理由で就
労に向けた準備が整つていない者に対して、一般就労に向けた準備と
しての基礎能力の形成からの支援を、計画的かつ―■して実施するこ
とを目的として実施している。

D
し

轟璽
生、または特に
必要とする者

(仕様薔上)

支援対象者 :11
名

なかつたり、時間を守つて通うことができなかつたりするなど、一般
的な学習支援のみならず生活面の助言をすることも多かつた。また、
支援対敏者が上限の約半数だったため、特性の強い子どもに対しても

が、実際に小学生の対鎮者はいなかつた.また、新型コロナウイルス
の影日かは不明だが、対象者は昨年度から引き続き支援を継続した
ケースであり、完全な新規ケ…スの紹介はなかつた。
基本的には自治体担当者が対象者を選定するが、把握できているの
は生活保護受給世帯のみである.次年度はスクールソーシャルワー
カ…や子ども家庭支援センタ…などと連携し、対象者を発見次第、自
治体担当者につなけるよう周知していきたい。

ら

することができた。
らす小学4年生まで引き下げた
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特定非営利活動法人青少年自立援助センター

2020(令和2)年度事業実施報告 (2020年6月 1 ∃ 目 )～2021年5月31

サポートセ
ンター事業
に含まれる

アフ

リーサポートセ
ンタ
男女

(内、ア
メレノヽイト
は14
名)

111人

:57人、
西台教室 :54
人)

子どもの学
習・生活支援

まなぶ―す

前教窒
(276～)

("5～ )
四

生活困窮、生活保護及びひとり親世帯の子ども及びそ
対して、学習支援事業を実施し、世帯への相設支援や子ど
居場所支援等を行うことで、高校進学及 を支

を図援し、 瓦Ⅷ国
ることで、貧困の連鎖を防止 0解消することを目的とする.

→肉訳 :小 1/1名、小2/1名、小3/2名、小4/2名、小5/3名

※H31年度からの利用継続75名を含め、111名を支援

・中学3年生20名、全員合格
・小学6年生で受験した2名、いずれも合格

たいと者え登録いただく方もおり、コロ

安定した登録者の確保と定着は今後も3:き

(人)は 50:61

ナ
り

� ]ヨ果石璽適

<課題>

/65名

した。

ポランティアの登録人数は前年度

と肉訳
:〔嬌人

●学年別登録者111名の内訳

3/7名、高1/2名

・ 学習ポランティアの確保と活用
と比較し7名減の42名。コロ

居場所登録/46名

※うち、ひとり親世帯は90名

の影彗もあってか、登録者数は減少している一方で、定書を課題に取

小6/6名、中 1/4名、中2/8名、

とを生かし子どもと開わり
禍でどう活躍いただくか、
続き課題と考える。

学習支援だけでなく、得意なし

[【]



立援助センター

リーサポー
ンター事業等、

フ

トセ

2020(令和2)年度事業実施報告 (2020年6月 1日～2021年5月31日 )

,゛ ア

サポートセ
ンター事業
に含まれる

子どもの学習

ふつさまな
ぶ―す

日

|

習支援、および居場所提供事業として実施。
校進学を目指し、受験勉強の指導を行い、目的遠成を目指す。
また、学校生活が苦手な生徒には、安心できる居場所を提供するこ
とで、社会性が身につくようなカリキュラムを実施している。

じ

については高

による申し込み制により、毎週土曜日の午後に本部の
して、1年間で延べ2CЮ名が利用。今年度は、小学生を中

心に「ロコミ」効果による利用者増に結び付いた。

【ヨ∃ヽ′′
:―
L

い.理由としては、広報不足と、対象者側のさまざまな事情による消
極的な対応も考えられる。
当方としては、遠方からの利用者を想定して、送迎システムを準備
し、一人でも多くの子どもたちに利用してもらえるよう、カリキュラ
ムを考えたいと思う。

27



特定非営利活動法人青少年自立援助センター

2020(令和2)年度事業実施報告 (2020年6月 1日～2021年5月31 目 )

リーサポートセ
ンター事業等、

ア

(千円)
登録者数
:25名

のべ支援件数

ア

サポートセ
ンター事業
に含まれる

テ
く
イネット

四調
日」

信制課程の生徒を除く)に対して、基礎学力の定着に向けた支援、高
校卒業又は高校卒業資格の取得に向けた支援、就労等に向けた体験活
動や集団活動のできる場の提供、同じ悩みを抱える生徒の交流の場の

提供、生活相談や進路相識を実施することを目的としている.
通信制課程の生徒については居場所カフェ
場所、レポート作成の補助等での支援を主として行つていく.

C_

■

付けや自立する上での具体的な情報提供
期費用はいくらかかるか、スタッフの体験談など)を主に行つた。

支援結果は高卒認定合格11教科、学校復帰2件、進学2件、就労支援

回凛夏E国

機関への移行8件となつた。

いた。そのため、 を置いた。

(一人暮らしをするために初
と連携.当事業では就労する意味あだち若者サポートステーション

いた困難層が多かつたため在学生よ

居場所支援では一人一人に合つ
へと移行した。

り中途退学者がほとんどを占めて

28



特定非営利活動法人青少年自立援助センタ…

2020(令和2)年度事業実施報告 (2020年6月 1日～2021年5月 31日 )
:

■

5名(13)特定非
営利活動を行う
団体に対する情

括官 (共生社

内閣府主催のアウトリーチ (訪間支援)研修に於ける実地研修として
研修生の受け入れをしている。
本年度は、10月 19日～27日の期間で 1名の研修生を受け入れた。
また、同研修の合同研修―前期日程において が登壇した。

研修内容として、特にひきこもりへの基本的な理解から始まり、イン
テークやアウトリーチのロールプレイを体験してもらつた上で、訪問
先の家族の同意を得て実際の支援現場への同行研修を行った。

“
Ｆ

L猛鋼 t

営利活動を行う
団体に対する情

内閣府主催のアウトリーチ (訪間支援)研修に於ける実地研修として
研修生の受け入れをしている。
本年度は、10月 19日～27日の期間で 1名の研修生を受け入れた。
また、同研修の合同研修―前期日程において が豊壇した。

る

研修内容として、特にひきこもりへの基本的な理解から始まり、イン
テークやアウトリーチのロールプレイを体験してもらった上で、訪間
先の家族の同意を得て実際の支援現場への同行研修を行つた。

日

:―
:し

る

,

ヽ

′

[璧ヨ



特定非営利活動法人青少年自立援助センター

2020(令和2)年度事業実施報告 (2020年6月 1日～2021年5月31日 )

目

(14)上記
(5)(13)の
事業の一環とし
て

C. よ 」 C_

もりの子どもに対する親の姿勢を明かりやすくアドバイスしており、
好評。

ひきこもりを持
¬

Ⅲ面甍画囲
業に含まれ
る

.4::

コ

明
職業安定法をに基づき、就職を希望する求職者と労働者を求める企業
との仲介を行つて、双方の要求を満たすような就職の実現を目的とす
るサービス

囲 業に含まれ
る

主に法人がマッチングした職場実習を経て雇用関係が結ばれたケース
に於いて
求人数 :

必要応して活用した。
7 :7件

(千

くなつている。さらに、書籍の憲麟をPRしながら販

冊子販売内訳 :わが子のひきこもり 25冊

C_

の手
売促進を進めていく。

1

2
5ヽ
′

上田

5) ヽ

′
　

′

ｕ́

‘Ｌ

2

εK)



・ 入会金・ 寄付収入
会費入会金
年会費
寄付金収入

2事業収益
① (2)③ 〈② (13)〈

“
)生活指導施設運営事業

(4)     相談事業
(5)     社会的事業に関する情報提供事業
(7)(8)  勿レープホー凛贈事彙・製暗地颯支ロセンター●彙
(9)     障害者に対する就労支援事業
(11)    フアミリーサポートセンター事業

経常収益計

Ⅱ経常費用
1事業費
(1)人件費
給与手当
賞与
法定福利費
福利厚生費

人件費計

(2) その他経費
運送費
困目園:国□
交際費
旅費交通費
□目□

罰ヨ図□
譜会費
支払手数料
巨配五四

□問料
租税公課
教育生活指導料
綸食費

その他経費計
事業費計

2管理費
(1)人件費
給料手当
賞与
法定福利費
簡延理□

その他経費
交際費
旅費交通費
通信費
消耗品費

2020(R2)年 度 (第23期) 活動計算書
2020年 6月 1日から2021年5月31日まで

6,000
318000
Q01Q608

55,55Э,181
110,087,649
163,2聡 (以31
123,808603
64,947,764
94,795,438

29■999,752
14,68B400
39,869,994
659,119
347,217,265

費

費
　
熱

品
費
光

耗
繕
道

消
修
水

代

費
費
地

究
却
賃

研
償
家

査
価
払

調
減
支

料託
費
委
事
務
費

行
業
雑

1,02Q341
2,926,3513
16,635
4,370,464
a340,060
14,037698
2,076,916
12644,568
2,136,350
45,900
2,187.423
2219600
294,874
11,109,559
37,068,224
11,686,421
360,541
a179,615
10,404,106
185,948
6020,561
31∝Ю

129344,122

費
費
熱
書

費
光
図

繕
道
聞

修
水
新

42467,337
5582,000
7855,168
135386
56,039,891

123,063
79,495
2,181,738
47,644
2510,335
1,728,488
7181

(2)

人件費計



諸会費
支払手数料
巨配王四

□日倒

経常費用計
当期経常増減額

Ⅲ経常外収益
受取利息
雑収入

固定資産除却損

税引前当期正味財産増減額

囲囲甕囲

代

贅
費
地

究
却
賃

研
償
家

査
価
払

調
減
支

料
課
託
公
委
税
務
費

租
業
雑

117,615
880,536
1,714,170
619,C47
11,142,745
300,000
409,702
8ヽ326,096
1,413,000
23,364
29,424219

1,057
487,427

計
計
費
費
経
理
他
管
のそ

忠利
失
払
損
支
雑

経常外収益計

経常外費用計

Q452,067

__≦茎と墨ヒユユユニ
56,760,807

488484

6.452069
50,797,222
322,624,243
373,421,465



2020(R2)年度 (第23期) 貸借対照表
2021年5月31日現在

r堕俯 :円 :

整__________』

199264,273

539,0751〔Ю

1,107,7541

193631083

105,987,124

322624243
5(■797_,,2

37a421.465

1 流動資産

三菱UFJ銀行 (グローパルスクール専用)

ロコロョaコ
多庫僣用金庫 (グループホーム専用)

「
Ｊ
７
■
匿

西武信用金庫
三井住友銀行
郵便貯金
郵便定額貯金

未収入金
立替金 (GH利用者 。
前払金
仮払金

リ リベイドカ…ド)

1,020,995
3830,880
10a358
3320288
161,CЮ l,723
2509,163
92910
5,1-9
1,951,945
1,288,495
8000,000
136,076
4,458,115
1337,722
23566
37731〔B

)

。支所小口現金)
流動資産計

2固定資産
(1)有形固定資産
建菊 (本部施距 第2センター(GH)。 第3センター)

建物付属設備
構築物
車輌運搬具(11台 )
什器備品{寮備品)
土地(本部施設。第2センターGH。 第3センター)

有形固定資産計
(2)無形固定資産
電話加入権
ソフトウェア (ニコプロジェクトH日障築ソフト

無形固定資産計
(3)投資その他の資産
囲目

鯰
。多摩信)

287,7(X〉822
51,611,383
324403
3,992,355
2928283
192517,904

272,420
835,334

13,384、233
1,03Q000
2875000
1,954000
99,850預託金 (車両リサイクル料)

投資その他の資産計

I負債の部

日□日]

1 流動負慣
短期借入金
未払金(綸与・ 固定資産税・ コピー機リース料)
預り金(職員所得税・住民税)
未払消費税

流動負債合計

α)∝Ю,αЮ
30,582,018
807,506
14597,600

2固 定負債
長期借入金
多摩信用金庫僣入金(第3センター建設費會)
国民政策金融公庫僣入金
その他の借入金

固定負債合計
負債合計

241,401,671
lQ000,000
28000,000

Ⅲ 正味財産の部

画II薯 冊

75881Q2CKD



重要な会計方針
計算薔類の作成は、NRЭ法人会計基準によっています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法
該当なし

(2)固定資産の減価償却の方法
建物/定額法・建物付属設備/定率法・構築物/定率法・車両運搬具/定率法・機械装置/定率法・什器備品/定率法・什器備品 (リース物件)定額法・保証金及び保証料/定額法

(3)ヨ 1当金の計上基準
該当なし

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
該当なし

(6) 消費税等の会計処理
税込方式



2.事 業別損益の状況
(単位 :円 )

障害者に対する就
労支援事業(よ∋

グループホーム・

ンター (けるん)
運営
=薬

37,919,637
85668966
220000

1,609
220,964
0

889,567
1,634,791
3990277
67,027
1222350
1,724、960
12000
51Q290
27,960
88,139
1,160,600
Q948,000
2,039,625
0

17,465
0
0

98a454
0

1,02Q341
2926β58
139.698
4、449959
7521,798
1408a342
2327251
14373(Ⅸ浴
2143531
163515
3,067,959
1,935830
913921
22252304
37428224
12096,123
8,68Q637
5179615
10,404,106
185,948
7,433561
27.2164

:1襲
:諄|_
1運ロ
人件費計
(2)その他経費
運送費
広告菫伝費
交際費
旅費交通費
通信費
消耗品費
修繕費

支払家賃地代

買借料

租税公課

教育生活指導料

綸食費

行蓼費

業務委託料

雑費
その他経費計
経常費用計

新聞図■費

譜会費

支払手数料

支払保険料

調査研究費

困Iヨ 回ヨロ

324,000
653,000

蜃韮□五亜⊇
ロコ

ロコロ菫
社会的自立に関す ファミリーサポー

ト事業

52131領8
70,979710
2811,151
,■004_577

合計

324∝Ю
Q01Q608
38a746,081
197,654666
34044949
三団亘正至巫コ

0
0

334、467,089
20270,400
47,725162
794505

150,000
3,981,920
51,56a261

105019484
5068,165

_=理こα■鰹■

49,828,081
a967,400
Q187,530
245318

37,655,454
1,052000
4867323
59■ヨ0,

62.228329

162845330
410,731

~~TT00日
762画T~~TC【平爾606¬]

104059,774
Q328,000
lQ918247
11,^CIB7

三コロ壼彊重回

37851,971
0

4579,219
143669

~~~¬
5:2Z藁雨i函T~~‐2王:ル:7:画頭

「

~~~3国
:面:7:Zう 01

34、215695
0

3,478165
5■874

28388,777
1343(X〕Э
3839,510
4a379

1882
55a024
0

394,667
1,181,498
2927,499
20500
437,191
94,948
13400
25a500
0

15Q808
17,421
9,条浴240
5,966,132
40,100
0045
0
0
0
0

0
0

123063
79,495
2181,738
47,644
250,335
1,728,488
7181
117,615
88Ю,536
1714170
619,047
11,142745
3CK),000
409,702
8326006
0
0
0

1413,000
23.364

1,018650
1,55Q166
13635
903474
1,023523
4895504
8231252
7,83Q253
25〔 4ヽ23
12000
411,332
108540
51,182
7.066.478
78Q1001
228,730
202241
449393
lQ404、106
185,948
524041
0

a(質Ю
495520
0

152Q322
959,431
1,086,778
4639
127a045
11434
0

8710800
60430
0

31a039
1536a647
1834549
3QαЮ
0
0
0

2758107
0

52127392

42467,337
a582000
7855,168
135386

700
98684
3,000
402,840
41536X〕
978169
1,154258
1,725866
49585
8,500
37528
19,730
4745
2,364,119
1,769,386
1,298913
25700
14,227
0
0

463.450

0
0
0

253594
125457
159,471
7240
144863
0
0

95973
0
0

184902
2750,950
318,472
α〕∝Ю
4692485
0
0

1288909



3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳

4.使 途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は   円ですが、そのうち   円は、下記のように使途が特定されています。
したがつて使途が制約されていない正味財産は   円です.

5.固 定資産の増減内訳

6.借 入金の増減内訳

内 容 金 額 算定方法

該当なし

当期鮨加額 当期減少額 期末残高 備者囚 谷

該当な し

科 目 取 得 減 少

298)242,317
59,677,998
387,547
5,926,959
3,630,131
192,517,9Ю暉

272,420
1,590,934

13390,233
1,050,000
2,875,000
214a(∝Ю
99850

10,541,495
8,066,615
63,144
1,934,604
701,848

75a600

6,000

189,000

287,700,822
51611,383
324,403
3,992,355
2,928,283
192517904

272,420
835,334

13384,233
1,050,000
2,875,000
1,954,000
99,850

298,242317
59677,998
387,547
5,320,774
2852,740
192,517,904

272,420
1,590,934

9,871,233
1,050,000
2,825,000
378,000
89.000

606,185
777,391

3519,000

50,αЮ
l,765,000
lQ850

22」258.306 0 0575.075.867 6.728.426 0

(1)百形固定資産
●力 (本田●殷・椰 ■籠口・●3センター)

建物付属設備 (本部施設設備)

構築物 (本部施設周辺構築物)

車 輌 運 搬 異 (11台 )
什器備品(寮備品)
土地 {本部 。二寮 。第3センター)

(2)無形固定資産
電話加入権
ソフトウエア OHP作成費
(3)投資その他の資産
敷金 (支所賃賞敷金)
出資金(西武僣金。多摩信)

保証金
契約料
預託金 (車両リサイクル料)

罰 〒 一
日
下T====

科 目 期首残高 当期僣入 当期返済

長期借入金 C 53,940。377 27
合計 333.342.048 0 53,94Э。377 2~

■巨韮E翌玉百■

T~爾画碧面ニコ



7 との取引の内容
との取引は以下の通りです。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及

事業贅と管理■の捜分方法
部門別に処理しており、捜分すべき費用はない
その他の3業に係る資産の状況

らかにするために必要な事項
曰

困l曰 計算■類に計上さ
れ,金籠

困役員及び還親琶
との取∃|

aaα3oЮo
(賞僣対熙表)
長期借入金

l― T夏lITE■■
279.40■671
279.40■671



書式第15号 (法第28条関係)

2020年度 (第23期)
2021年 5月 31日

E国

単 位 :円
:Si ≡|

lGe,264,2731

539,075,1〔 Ю

1,107,754

19363,C83
区n墜堕g=

1059137,124

,79_401.671

流動資産
現金
三菱UFJ銀行
三菱UFJ銀行 (グローバルスクール専用)
三菱UFJ銀行 (GS青少年受入推進事業専用)
多摩信用金庫
多摩信用金庫 (グループホーム専用)
多摩信用金庫 (継続支援B型・移行支援専用)
西武信用金庫
三井住友銀行
郵便貯金
郵便定額貯金
郵便振替□座
未収入金 (寮費)
立替金 (寮生立替金)
前払金 (ガソリン代プリペードカード)
仮払金 (雇用保険・支所小□現金)

流動資産計

2固 定資産
(1)有形固定資産
建物 (本部施設・第2センター(GH)。 第3センター)

建物付属設備
構築物
車輌運搬具(11台 )
什器備品(寮備品)
土地(本部・第2センター(GH)・ 第3センター)

有形固定資産計
(2)無形固定資産
電話加入権
ソフトウエア (ニコプロジェクトHP構築ソフト

無形固定資産計

流動負債
短期借入金
未払金(給与・固定資産税・コピー機リース料)
預り金 (職員所得税・住民税)
未払消費税

流動負債合計

2固 定負債
長期僣入金
多摩信用金庫僣入金(第 3センター建設費含)

(3)投資その他の資産
敷金 (支所賃賞敷金)
出資金 (西武信金・多摩信)

預託金 (車両リサイクル料)
投資その他の資産計
固定資産合計

巨玉副

国民政策金融公庫僣入金
その他の借入金

保証金 (支所賃貸保証金)
契約料 (支所賃貸礼金)

T味財産

I 資産の部
1

Ⅱ 負債の部
1

固定負債合計
負債合計

1,020,995
3,830,880
106,358
3,32Q288
161,661,723
2509,163
92910
a146,899
1,951,945
1,288,495
8600,CЮ0
13Q076
4458115
1,337722
23,566
3773,138

287,700,822
51,611,383
324,403
3,992355
2.928283
192,517904

272,420
835,334

13,384,233
1,050,000
2,875,000
1,954,000
99,850

00,000,αЮ
3QC82,018
807,506
14597,600

24■401,671
10,000,000
28,000,000

373_421_465



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 2年度年間役員名簿 〈前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は層所並
びにこれらの者についての前事業年度における報目の有彙を記載した名簿)

特定非営利活動法人青少年自立援助センター

1 確認事項 (法第 20条 及び第 21条 を確認の上、チェックを入れて ください。)

由以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)
□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係 )

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)氏   名

理事

コウノヒサタダ 令和2年6月 1日

令和3年 5月 31日

令和2年 6月 1日

令和3年 5月 31日河野 久忠

９

“ □[ヨ
クドウヒメコ 令和2年 6月 1日

令和3年 5月 31日

令和2年 6月 1日

令和3年 5月 31日工藤 姫子

う
０ 理事

タキカワシュウソ
゛
ウ

瀧川 修三

令和2年 6月 1日

令和3年 5月 31日

令和2年6月 1日

令和3年 5月 31日

五

二 □Eヨ
I2 t:tv= 令和2年 6月 1日

令和3年 5月 31日

年 月

月

日

日年夜久 晴子

Ｆ
Ｄ 理事

イノウエゲンキ 令和2年 6月 1日

令和3年 5月 31日

年  月  日

年  月  日井上 源喜

′
０ 理事

クドウツヨシ 令和2年 6月 1

令和3年 5月 31日

令和2年 6月 1

令和3年 5月 31日

年 月

月

日

日年工藤 剛

７

‥ 理事

クロサワサ トル 年   月   日

年  月  日黒澤 悟

8 理事

マツダトシアキ 令和2年 6月 1日

令和3年 5月 31日

年 月

月

日

日年松田 敏明

9 理事

ヤスタケ トオル 令和2年6月 1日

令和3年 5月 31日

年 月

月

日

日年安武 徹

10 監事

エノモトタツヒコ 令和2年 6月 1日

令和3年 5月 31日

年  月  日

年  月  日榎本 達彦



書式第4号 (法第 10条・第 28条関係)
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

氏   名

1 石田 健倫

2 平野 直彦

3 草りII 哲生

4
床式会社ミライエ

代表取締役社長

付野 吏司

5 堀 由美子

6 宇田川 克巳

7 大川原 誠一

曰 除田 敏明

9 夜久 晴子

10 井上 源喜

荻野 慎二

12 吉村 昇司


